
タナベセラピー研究会　千葉支部主催	


麻痺側肢をなかなか使ってくれない。そんな風に感じること、

多くありませんか？患者様の行動を変容させるには、	
  

どのような接し方、面接が必要なのか、日本における	
  

CＩセラピーの先駆者でおられる田邉浩文先生をお招きして、

行動心理学的な視点からわかりやすくレクチャー頂きます。

明日からの臨床が変わります。	


問い合わせ先	
  
tanabetherapyentry@yahoo.co.jp	
  
	
  
	
  
タナベセラピー研究会事務局	
  
千葉支部担当　竹内舞	
  

ＣＩセラピー面接技法セミナー	

〜麻痺肢の使用を生活動作に汎化する	
  

　　行動心理学的介入〜	


９/	
２９	


sun
	


2019	


日時	


田邉浩文	


２０１９年９月２９日（日）　１０：００〜１６：００	
  

９：３０より受付開始	


講師紹介	
  
	
  

略歴 	

 	

米国アラバマ大学　	
  
成人上肢ＣＩセラピー研修	
  
小児ＣＩセラピー研修	
  
下肢ＣＩセラピー研修	
  
ＣＩセラピー臨床研修履修。	
  
湘南医療大学保健医療学部	

リハビリテーション学科教授。	

効果がみえる中枢神経疾患
の再構築アプローチタナベ
セラピー　執筆。	


場所	


内容	


参加	


申込み	


ちばセミナールーム	
  
千葉県千葉市中央区弁天１−６−９　GPビル２階	


麻痺側肢の使用を促し、生活場面へ定着させる
行動療法(トランスファパッケージ)について講義と
演習を行います。	

下肢と小児のトランスファパッケージについても	
  
ご紹介致します。	


定員４０名　PT、ＯT、学生などどなたでも可能	
  

持ち物なし	
  

参加費　10,000円　当日徴収いたします	
  

	
  

下記アドレス、もしくはQRコードより	
  

お申込みください。	
  

h<ps://forms.gle/yu5dcVNTHdBRv4WH6	



